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r有松施区における古民家を活かしたまちづくりの考え方jに・づく専業を晨覇
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「有松未来創造(株)」の構成
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中濃豊氏

(2) 参画企業(役員派遣)

(株)つきと、名古屋鉄道(株)

まちづくり会社が取り組む事業 

事業実施にあたっては、右図のよ 

うな考えや実施体制のもと、古民家 

の保存と活用を図り、絞り文化に触 

れることができる機能を町中に分散 

させ、町なかで文化に触れることが 

できる「絞りが暮らしに溶け込んだ 

町」を目指していきます。
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\有松地区で新たな取り組みが始まりまずZ

古民家測活用を推進する歩うづ<「1会杜が立う上がH孝した!
これまで本市では、「(株)つきと」と連携協定を締結し、古民家利活用事業を推進してきま 

した。そして、令和7年2月14日に有松において古民家利活用事業を推進するまらづくり会 

社「有松未来創造(株)」く通称：アリミラ> が立ら上がりました。

今後は、市と「有松未来創造(株)」が連携し、有松の更なる魅力向上に努めていきます。

代表あいさつ(中演豊)

この度、有松で古民家をより魅力ある建物に改装して 

活用していく会社を「(株)つきと」と「名古屋鉄道(株)」 

と共同で設立する事となりました。

有松地域を益々活性化させ、美しい景観や有松文化を 

次世代に継承できるように努力してまいりますので、と 

うぞよろしくお願い致します。

:令和7年2月7日 市長訪問の様子) ※左から、岡田氏(つきと)、広沢市長、中演氏、花村氏(名鉄)
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岡家住毎ユ活用に向Hだウークショ,"(舗強会)し春した

令和3年度に市が取得した岡家住宅については、現在、日本遺産ガイダンス施設としての公 

開活用に向けて、修理・耐震補強方法や具体的な活用方法の検討を進めています。

昨年9月と11月には、地域の皆様にご参加いただき、活用に向けたワークショップ(勉強 

会)を開催し、岡家住宅の役割や修理後の活用イメージなとについて意見交換を行いました。

その中で、有松地区における岡家住宅の役割については、『文化観光』の推進拠点として、絞 

会館や山車会館とも連携を図りながら、有松の文化資源(絞り・町並み・山車)の魅力を発信 

し、展示や体験等を通じて国内外から幅広い来訪者を呼び込むことが望まれるのではないか、

といった議論を行っているところです。

また、活用イメージとしては、「絞りのまら有松の歴史や背 

景を、旧絞問屋の建物を活かした展示等で見せる」「来訪者の 

入口・窓口となり、まらなかでの様々な体験や学びにつなけ 

る」「有松の歴史資料を収集・調査し、地域内外の人に広く伝 

える」などの意見が出ました。

岡家住宅の具体的な活用方針は、令和7年度に基本計画と 

して取りまとめる予定で、引き続き検討を進めてまいります。 ワークショップの様子

防災対策。実施に向けて

伝統的建造物が多く建ら並ぶ有松地区は、地震や火災の 

リスクが高いことから、伝統的建造物の耐震化や地区レベ 

ルで火災安全対策の取り組みを進めることが望まれます。

令和6年1月に発生した能登半島地震の被害状況や教 

訓もふまえ、令和3年度に策定した有松地区防災計画に基 

づき、具体的な取り組みを早期に実施していくための調査 

を令和7年度に行う予定です。

伝統的建造物の所有者を対象としたアンケート調査や、 

地区レベルでの防災訓練のあり方等に関する検討も予定 

しておりますので、ご協力のほとよろしくお願いします。 訓練の様子(令和5年1月文化財防火デー)

、防災酎画全体はこちら!/

町置み保存堆区肉で工事や番板。設・等を在考え6燎、春ず体ご相談ください

建築行為等を行う際は、工事着手前に市への許可申請・届出が必要となります。また、市への 

許可申請・届出を行う前に「有松町並み相談会」に事前相談(意見交換)を行ってください。

事前相談・手続きには時間を要するため、建築行為等をお考えの方は、構想のできるだけ早い 

段階で歴史まらづくり推進課にご相談ください。

伝建地区・町並み保存地区に関するご意見やご質問は、歴史まちづくり推進課にお奇せください 

名古屋市観光文化交流局歴史まちづくり推進課

E-mail:a2782@kankobunkakoryu.cftynagoya.lgjpTEL:052-972-2782



子どもを始めとする歩行者の 

安全確保と正しい横断方法の実践

七 ..'

I名古屋市］

交通安全・生活安全 —

ニュース2025春号

①通学路や通園路などの点検を行い、 

見守り活動等を行う

歩行者優先意纖の徹底と 
ながら運転の根絶や 

既-トペルト等の痛切な使ゆア

爲成成姦.:h ,バ」し・、¥・感議隊が3・

①「思いやり・ゆずり合い運転」

を実践
横断歩道では「歩行者優先」を徹底

ベルト着用

②道路を駐車場代わりにしない

27

自転車安全利用五則］

②道路横断を横断するときは、車が 

止まったことを確認し、横断中も 
周りの安全を確認

① 自転車・特定小型原動機付自転車を 

利用する時はヘルメットを着用し、 
交通ルールを守る

② 自転車安全利用五則を守る

名古屋さわやかロード月間 

6月1日(日)～30日(月)

② 運転中の「ながら運転」は絶対に 

やめる

③ 全ての座席でシートベルトとチャイ 

ルドシートを正しく着用

1車道が原則、左側を通行・歩道は例外、 
歩行者を優先

2交差点では信号と一時停止を守って、 
安全確認

3夜間はライトを点灯
4飲酒運転は禁止
5ヘルメットを着用

自転車安全利用促進強調月間

5月1日(木)～ 31日(±)

ヘルメット着用と 

ール遵守の徹底

違法駐車・青空駐車の追放
・ 挙蒲©

①わずかな時間でも駐車場を利用 

後部座席シートベルト非着用時の致死率は 

高速道路で着用時の約25.9倍 

一般道路で着用時の約3.3倍 
も高くなっています。

運転席や助手席だけではなく、 ー
必ず後部座席でもシートベルトを着用 Mb 
しましょう。

※警察庁統計データよリ 
自動車後部座席同乗中死電者のシートベルト ・宅“「
着用・非着用別致死率(平成2 6年～林5年合計)室皿£3



朝入学児童などに「「つ・み・き・お・に」)

を繰り返し教える 7^

春の生活安全市民運動

4月15日(火)～24日(木)

②ベランダ窓や玄関のカギは確実にかける 
オートロックマンションでも注意

つ・・ついていかない

み・・みんなといつもいっしょ 

き・・きちんと知らせる 

お・・おおごえで助けを呼ぶ 

に・・にげる
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欺の被害・・ 
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① 短時間でも必ずカギをかける

② ハンドルロック器具やタイヤロック 

器具を組み合わせ、車両を物理的に 

動かせないことをアピール

① 「絶対儲かる」などという甘い言葉に 

だまされない

② 直接会ったことのない相手にお金を渡 

さない、振り込まない

自転車盗難防止「ツーロックの日」

5月2 6日(月)

汲令指定都市ワースト2位)

～被害防止のポイント～
①短時間でも必ずカギをかける

②ワイヤー錠などを活用し、ツーロック 
自転車乗車用ヘルメットも固定 その2.カギ1つ(ワンロック)でも盗まれる!

nツ ロックが効果的！ ！

2こ

その3.とめる場所も大切!

n管理された見通しの良い駐車場を利用!

名古屋市 名古屋市交通・生活安全市民会議
編集スポーツ市民局地域安全推進課名古屋市中区三の丸三丁目1番1号(〒460-8508)

電話(052)972-3124 FAX(052 )972-4823 発行部数13,200部通番 74 号

その1.カギをかけていないと盗まれる！

=まずは、いつでも、どこでもカギをかけ 

る習價をL

車盗の被害防止

市内の自転車盗発生件数(令和6年中)


